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はじめに

防災・減災に必須であるモニタリング
・巡視点検
・計測機器による監視
⇒生産年齢人口の減少が懸念される中、
業務の省力化のため、効率的なモニタリングが必要。

必要な監視業務のうち、可能な範囲で

「ヒトからキカイへ」の置換えが急務
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従来型の計測システム

【必要な設備】
・計測機器＋発信機
・受信設備
・電源
（太陽光パネル＋バッテリー）

コスト面､維持管理面から､多数の導入が不可能。

初期導入費：
600～1,000万円程度

※諸条件により異なります
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・簡単な設備、簡単に設置
→設置時及び維持管理時の作業を軽減したい。

OKIPPAの開発コンセプト

・極力､現場に行かない運用
→データ回収､機器メンテや設定変更等で現場へ行く回数を
減らしたい。

・必要な機能や性能のみ
→変状を見つけ出す最低限の機能及び性能にしたい。

・安価
→「ちょっと高めのスマホ」を使うコスト感で監視したい。
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OKIPPAの開発

センサBoxだけで始められる傾斜監視システム

傾斜角度
(3軸)

衝撃検知
(無感～16G)

＜主な仕様＞
・精度：約0.1度
・約2年間電池で稼働 ※ 1時間/回の通信時。

・計測間隔を遠隔操作で変更
・しきい値超過をメールで通知
・簡単設置
・利用料：月額約1.5-2.0万円/台
※１年間以上のご利用契約時。別途、諸経費。

自営の基地局が不要 アプリのインストール不要
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OKIPPAの導入による効果

点状･線状に分布するインフラ施設のうち、

変状を把握したい施設の点検･監視

（変状箇所のスクリーニング）

斜面･法面

護岸

例：遠隔地や広範囲な施設の点検･監視

柱状物

主な対象施設（実績）
・斜面､切盛土の法面
・鉄塔､電柱､信号柱
・防波堤

主な導入先（実績）
・国土交通省、地方自治体
・高速道路､電力､鉄道
・建設コンサルタント
・研究機関(大学､研究所)
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OKIPPAの概要 仕様ほか

センサボックス

サイズ 10cm×10cm×4cm

測定範囲 ±180°

分解能 0.06° （精度：約0.1°）

傾斜計測・通信間隔 標準：１時間に１回 （遠隔操作で変更可能／間隔：15分～１週間）

GPS測位 標準：１週間に１回（位置測位のみ）

衝撃検知 無感 ～１６G

ボックス仕様 IP67 （IEC規格）

使用可能温度範囲 -10～60℃

使用可能湿度範囲 20～80%RH（結露なきこと）

電源 リチウムイオン電池

電池稼動期間 標準：約２年間 ※１時間に１回通信する場合

無線通信規格

LPWA（Low Power Wide Area） 省電力広域無線通信 Sigfox（シグフォックス）

クラウドサーバー

計測データの確認 インターネット環境で常時確認可能

計測データの取り込み CSVもしくはExcelでダウンロード可能

アラート通知 管理画面およびメール通知で可能

※積雪約１ｍの状態から通信実績あり
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丸印：傾斜角度の差分値(θ､φ､ψ)

(1)傾斜角度データ （起点日からの差分表示グラフ）

(2)設置位置 (3)現在の向き､姿勢 (4)起点､しきい値の設定

Web上の管理システムの概要

6°

0°

ｰ6°
横軸：１週間表示

緑線：温度 赤線及び黄線:しきい値

※変位監視用データとして使用しない ※遠隔により設定を変更
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管理グラフ

管理画面の例 （傾斜監視の当初と変状発生後）

監視当初

変状発生後
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計測事例（道路法面）

応急復旧工事中の道路法面における計測事例

変動傾向が
確認できる
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IoT向けの省電力広域無線通信 Sigfox（シグフォックス）

省電力
電池で稼働

耐障害
積雪１ｍでもOK

広域
見通し数㌔

耐干渉
他通信との影響小

低価格
年額100円～
（100万回線契約時）

小さなデータを「遠くまで」「安価に」通信できる、IoT向けの無線通信

※画像や音声等の大量データは不適
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2021年5月

Sigfox通信の整備状況

本体：186 x 159 x 108 mm

Sigfox基地局のリース機
（屋内仕様）

2017年2月総務省の許認可後、全国展開中 ⇒ 人口カバー率９５％超(2020年12月時)

山間部等の未整備エリア
は、リース機で通信可能
になります

電波強度

弱 強

IoT向けの省電力広域無線通信 Sigfox（シグフォックス）
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Sigfox通信：広範囲

災害復旧現場におけるSigfox通信整備事例
⇒ 通信距離：2km以上（仮設基地局から直接視認できないOKIPPAまで）

基地局とOKIPPAの距離
：2km以上

①

①

②

②

携帯電話通信が
可能な境界線

新千歳空港

OKIPPA

ここの裏側

仮設基地局

本体：186 x 159 x 108 mm

Sigfox基地局のリース機
（屋内仕様）

（仮設基地局設置位置から撮影）
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主な導入先 主な監視対象

国土交通省 道路沿いの斜面､法面、砂防関連、橋梁周辺

都道府県 〃 、 〃 、河川内橋梁の橋脚

高速道路 〃 、橋梁周辺

電力 鉄塔周辺、発電所の法面､斜面

鉄道 沿線の斜面､法面、河川内橋梁の橋脚

太陽光発電事業者 高盛土部の長期監視

建設会社 施工中の斜面､法面、山留

建設コンサルタント 上記のほか、業務終了後の継続監視

2018年5月提供開始。457台の稼働実績(2020年4月時）

導入事例
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導入事例の分類（実績）

2020年4月時点における適用実績：４５７台 ⇒ 線状に分布する道路法面への導入が多い

高速道路

国道

電力鉄塔
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導入事例 （国土交通省での試行導入）

国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所のニーズ：
「斜面の安定性を確認する技術がほしい」

供用中の市道

供用中の市道
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導入事例 （青森県中泊 共同実証：PCKK、弘前大学、NICT 2018年8月～）

地すべりブロック

第68回 2019年度砂防学会研究発表会＠岩手にて発表
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OKIPPA伸縮計

OKIPPA104(傾斜)

導入事例 （弊社施工箇所）
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インフラ監視クラウドシステム
OKIPPA伸縮計
（OKIPPA_EXT）

OKIPPAの応用：その１
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＜主な仕様＞
・寸法：145 × 132 × 88 mm

・精度：約0.1mm

・ストローク：MAX300mm,  1,000mm

・１回/時間通信時､内蔵電池で２年間稼働

【利用用途】
・地すべり部の地割れ監視
・クラックや擁壁等の目地を常時監視
・橋梁の接合部モニタリング

従来計測機との比較検証

法面吹付のクラック監視

OKIPPA伸縮計 【特許出願中】※NETIS申請作業中
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⇒共同実証の結果から、
おおむね同様の挙動を捉えることができた。

※「計測差2mm」の発生要因としては、
それぞれ異なる移動杭であるため。

OKIPPA伸縮計 【特許出願中】

他機関との共同実証状況と計測事例

既存の伸縮計

OKIPPA
伸縮計

計測差：約2㎜
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環境監視クラウドシステム

OKIPPA_T/X

センサ部をBox外側に出して直接センシング

①温度センサ

②その他のセンサ
・温度
・湿度
・水位
・雨量
・CO2

・日射
・荷重
・PM2.5 ほか

OKIPPAの応用：その２
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データ確認 グラフ表示

位置情報
アラート通知

温度・湿度

温度・水位

温度・日射

温度・雨量

温度・CO2

通 信

OKIPPAの機能の応用 OKIPPA＿Green（環境監視）
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【お問合せ先】
西松建設株式会社 環境・エネルギー事業統括部 事業推進部

TEL 03-3502-0227（担当：鶴田､永山）
mail  ： iot_okippa@nishimatsu.co.jp 
または tomotaka_tsuruta@nishimatsu.co.jp

tomoyuki_nagayama@nishimatsu.co.jp
24


